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宇宙線による雲核生成に関する検証実験

Laboratory experiment for verification of particle formation by cosmic
ray induced ionization
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地球に到達する銀河宇宙線強度と雲量の変化がよく相関していることが指摘されて以来，地球環
境における宇宙線の影響が議論されている。特に，宇宙線が大気中の電離を通して雲核生成を促
進することによって地球気候に影響を与えるという仮説が提案され，注目されている。我々はこ
の仮説を実験的に検証するために，室内実験を計画し，準備測定を行っている。本講演では，宇
宙線－雲生成仮説について概観するとともに，室内実験の現状を述べる。
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